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令和６年度 学校運営協議会評価報告書１ 

鳥取県立白兎養護学校 

学校長 原 康浩   

評 価 日 令和６年６月７日（金） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 目標設定について 

○今年度の学校運営等 

(1)学校経営方針について 

・白兎を生かすアイディア面白い。 

・学生とのプロジェクトを進めて教員不足に対応。 

・校訓の認知度をアピールしてもらえたら。体育館に

掲示してもよい。 

 

(2)学校自己評価について 

・障がいではなく、一人一人の伸びしろに着目して社

会との関わりをつくると子どもたちが変わる。 

・コロナが明けて目標が、地域との関わりについて

前向きに考えられていてうれしい。 

 

(3)地域学校協働活動について 

・地域の資源を見直していくと面白いと思う。 

・地域と関わっていける環境を作っていくと共生社

会の足がかりとなる。子どもたちが胸を張れるよ

うな取組を。 

 

２ 評価項目と目標達成のための取組について 

(1)学校経営方針について 

(2)学校自己評価について 

・人と関わる力は重要な要素であると思う 

 

(3)地域学校協働活動について 

・伏野神社の麒麟獅子があるので話してみては。先生

方の苦労がわかった。地域との関わりについて、高

等部の販売に関わって、「すごい」と思っている。陶

器など世界に一つしかないと地域で話している。 

・避難場所について検討が必要。 

⇒学校教育目標と基本方針、 

重点目標、概要を説明。 

・学校の課題を地域の方に意見もら

いながらよりよい学校に。 

・末恒地区の学校としてどう地域に

貢献ができるか。 

⇒重点目標(評価項目)ごとの 

現状と達成方策説明。 

・「白兎」をキーワードに地域と連携

した学校の取組を発信していきたい。 

 

 

 

 

⇒地域社会とのつながりの実施計

画について説明。 

 

 

 

 

 

⇒人と関わり地域と連携していく取

組を多く取り入れていく。 

 

 

 

⇒本年度の計画内容について工夫し

て実施する。 

 

 

 



・土砂災害時の避難先について、どこが安全な場所

なのか再確認する必要がある。 

 

３ 具体目標について 

・ICT活用について、携帯を活用するリスクへの対応。

保護者とルールを守っていくことを同時に行って

いくことが大切。詐欺等のリスクについての指導が

必要。 

 

４ 目標達成のための具体方策について 

・チームを組む際、統一した意見を持つことが大

切。混乱を生む可能性がある。 

・昨年度 C の評価に取り組む場合、時間外勤務の削減

時間を設定してはどうか。 

・PTA の繰越金を使って購入した防災ヘルメットを

活用してほしい。すぐに取り出せる場所にあるか確

認したい。 

 

５ その他 

・令和７年度教科用図書について 

 

 

 

 

 

・生徒指導担当と連携しながら研修

等計画する。 

 

 

 

 

⇒情報共有を行い、具体的な取組を

意識する。 

⇒時間外勤務の削減について具体的

な取組を始める。 

 

 

⇒様々な提言や感想をふまえ、活動

を工夫していく。 

 

⇒選定について説明 

 提案どおり承認 

 


